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役 職 氏 名 所 属 勤務校等 役 職 氏 名 所 属 勤務校等

理 事 長 梅村 高志 小中校長代表 太田小学校 理 事 柳川 禎章 退職会員代表 岐阜地区ブロック長

専務理事 佐藤 元信 前事務局長 教職員互助会 理 事 横山 隆光 同上 西濃ブロック長

副理事長 金森 健司 小中教諭代表 本荘小学校 理 事 市原 輝明 同上 美濃ブロック長

副理事長 高田 雅明 退職会員代表 東濃ブロック長 理 事 日比野武志 同上 可茂ブロック長

理事 奥田 明夫 小中校長代表 網代小学校 理 事 砂田 明伸 同上 飛騨ブロック長

理事 廣瀬 美晴 退職会員代表 岐阜市ブロック長 監 事 村山 義広 高校・特支校長代表岐阜商業高校

理 事 長屋 メイ子 前理事長 美濃支部 監 事 松原 茂 小中校長代表 松枝小学校

理 事 増田 泰志 高校・特支校長代表岐山高校 監 事 岩井 隆司 退職会員代表 岐阜市支部

理 事 奥村 秀雄 高校・特支教諭代表土岐商業高校 監 事 江崎 勝則 同上 岐阜市支部

理 事 野村 輝代 小中事務職員代表久々野中学校

■令和６年度 役 員

「お互いさま、お陰さま」の輪が支える教育 理事長 梅村 高志

■以前お世話になったスクールカウンセラーの先生から、こんなお話を伺ったことがあります。
『現代人は自分が望むことを最優先に選択できる時代に生きています。今やあらゆるサービスが個のニーズに合わせてく
れる。TVのオンデマンドなどは「いつでもあなたのお好きな番組をどうぞ」といった具合で、ある意味「ご都合主義」の象
徴であり、ひとたびこの風潮が間違った形で教育に持ち込まれたならば大変です。学校や社会は、自分が望まなくとも今
すぐやらねばならないこと、自分に不都合であっても公共にとっては有益なことが山ほどある中で、優先順位や絶妙な折り
合いの付け方を学ぶ場でもあるからです。』

■昨今の国際情勢を子供たちにどう伝えたらよいのか、適切な言葉が見つかりません。確かに実社会では、お互いが理解し
合えることばかりではありません。しかしたとえ心から分かり合うことは困難だとしても、共有部分を探りながら、せめて最悪
の関係を回避する理性や勇気が求められるはずです。今後ますます多様化が進む共生社会を生きる子供たちに必要な資
質の一つは「異なる価値観をもった他者とも折り合いをつけながらよりよく生き抜く力」だと考えます。

■次代を担う子供たちを健やかに導くためには、まず私たち教職員が心身ともに健康で、「お互いさま、
お陰さま」の心をもって安心感ある日常を送ることが大切です。教職員互助会は、教育の振興発展に
寄与すること、学校職員や教育関係者の福利向上、福祉の増進を図ることを目的として、先輩諸氏に
よって創立された「互いに支え合う組織」です。人生百年時代を豊かな時間にするためにも、多くの方
々に本会の周知や加入促進にご配意賜りますと幸いです。

■結びにあたり、会員の皆様のますますのご健勝とご活躍を祈念しますとともに、今後とも県教職員互助
会へのご理解、ご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

秋
の
収
穫
を
左
右
す
る
大
切
な
摘
蕾

作
業
に
参
加 

ふ
る
さ
と
網
代
の
魅
力

を
自
分
の
経
験
で
語
れ
る
子
に

岐
阜
市
立
網
代
小
学
校



氏 名 所 属 等 勤 務 校 等
野々山 伸一 高校・特支校長代表 各務原高校
宮川 晴光 小 中 校 長 代 表 長森中学校
蟹江 康弘 小 中 教 頭 代 表 緑陽中学校
松久 卓矢 小 中 教 諭 代 表 梅林小学校
北川 涼子 小中事務職員代表 草潤中学校
近藤 義博 退 職 会 員 岐阜市ブロック

杉山 多美子 同 上 岐阜地区ブロック
北村 哲郎 同 上 西濃ブロック
川合 康司 同 上 美濃・可茂ブロック
渡辺 敏博 同 上 東濃ブロック
細江 隆正 同 上 飛騨ブロック

■令和６年度 評議員

定時評議員会(6月17日開催)

国債・地方債・
指定金外信託
63億9,693万円

定期預金
6億円

金銭信託
41億円

現金預金等
9億2,684万円

貸付金
1億7,475万円 医療補助引当金

35億3,600万円

退職移行引当金
(特別会費)

40億1,786万円

退会給付引当金
(現職会費)

25億1,781万円
その他の引当金等

2,771万円

② 負 債
100億9,938万円

① 資 産
121億9,852万円

①－②正味財産
20億9,914万円

主な収入

現職会員会費 1億4,938万円

特別会員会費 3億4,138万円

退職会員会費 1億7,357万円
雑収入(預金利息、有価
証券運用益等)

8,315万円

主な支出

事業費
結婚祝金・出産祝金・
見舞金・弔慰金・福利
厚生費など

4,310万円

管理費 7,541万円

引当金へ繰入 12億4,724万円

【教育文化事業】 24団体に450万円助成

管理費と合わせて約499万円を教育文化事業(公益目的支出)

に拠出し、教育文化振興のために活用いただきました。

【現職互助事業】
現職会員数 12,559人 R6.3.31現在

〇貸付事業 新たに61件 9,750万円を貸付

〇福利厚生事業 キャンバストートバッグを配付

〇退会金 2億3,230万円支出

【退職互助事業】 R6.3.31現在

特別会員数 10,350人

※退職会員になるための会費を納入する現職の会員

退職会員数 17,162人

〇医療補助金 2億9,628万円給付

〇特別給付金

・2年間医療補助金申請のなかった方2,711人に記念品贈呈

・米寿を迎えられた465人に祝品贈呈

・退職会員に移行された方にセカンドライフ祝金を給付

〇特別会員 退会金 4億6,479万円支出

経常収益

現職会員会費 1億5,073万円

特別会員会費 3億4,100万円

退職会員移行金 6,376万円

受取利息 4,819万円

有価証券運用益 6,830万円

貸付金利息 162万円

経常費用

事業費
教育文化助成金
各種給付金など

3,495万円

管理費 7,853万円

引当金へ繰入 5億5,979万円

令和５年度 財務状況

令和5年度 主な事業報告 令和6年度 予算



結婚祝金
会員が結婚した時、お祝い金とし
て１万円を給付

出産祝金
会員またはその配偶者が出産し
た時、１回につき５千円を給付

見 舞 金

会員が重傷病により３０日以上の
休暇を取った時、災害等で見舞を
必要とする時、２万円を給付(添付
書類必要)

弔 慰 金
会員が亡くなった時、遺族に対し
て１０万円を給付

退 会 金
会員が退会した時は、納入会費相
当額を給付

◆生活資金

貸 付
※付属資料不要

各20万円
～200万円

◆目的別資金

貸 付

●車購入資金

●教育資金

●結婚資金

●災害対応資金

※付属資料が必要

貸 付 額

教職員互助会協定店一覧H P

１ 共済事業

※給付事業には１年以内の申請手続きが必要です。
１年を過ぎてからの申請は無効となりますので、ご
注意ください。

※見舞金以外は書類の添付は必要ありません。

２  貸付事業

〇保証人なしで、最大４００万円まで低金利で貸し
付け
面倒な手続きはなく、付属資料も必要最小限
年利0.84％(金利は年毎に変わります)

※毎月の返済額５千円～４万円

※どちらの貸付にも、申込書に所属長の証明が必要で
す。

３ 福利厚生事業

〇 年１回「生活用品」、
「互助会だより」配付

本年度の生活用品として、

ソナえーる防災ボトル

６点セットを配付しました。

※いつ遭遇するかわからない災害。

いつでもカバンに入れておけます。

〇 協定店・施設での割引等優待

県内約２００か所の店舗や施設で様々な割引・サー
ビスを受けることができます。

協定店・施設の一覧表は、毎年各学校に送付してい
ます。

また、岐阜県教職員互助会の
ウェブページで確認すること
ができます。

４ 教育文化事業

〇県内の教育文化活動を応援しています

35年以上にわたり県内の教育文化の振興と発展の
ために活動を続ける団体に助成しています（本年度
は、24団体に450万円助成）。

教職員はもちろん子供たちの学びや地域社会にも
大いに貢献しています。

岐阜県特別支援学校教育研究会、岐阜県小中学校
教育研究会、岐阜県高等学校教育研究会、岐阜県
事務職員研究会等をはじめ、教育関係の東海・全国
の各種研究大会等、現職の教職員の皆様に関係す
る団体にも多く助成しています。

《本年度助成金贈呈式より》

岐阜県教職員互助会 検索

https://www.gikyogo.jp

その他の情報、各種請求様式等については当会ウェブ

サイトにてご確認ください。

現職会員にはお得がいっぱい！ 大いに活用を！



退会後、生涯
にわたり医療
補助を受給

入会した時から退会まで年間12,000円を納入していた

だきます。この会費は退会時、全額お返しします。

②特別会費
現職会員が30歳になる年度に、特別会員に自動加入し、年齢に

応じて年間12,000円から48,000円を納入していただきます。

退会時、配偶者とともに退職会員になるために必要な移行拠

出金を、無理なく支払えるよう積み立てをします。

①現職会費
退職会員

移行拠出金

30歳

担当地区 氏 名 電話番号 担当地区 氏 名 電話番号

岐阜市 柏木 孝彦 080-5117-1161
美 濃
可 茂

酒井田 澄子 090-5034-5065

岐阜地区
(岐阜市以外)

櫛部 祐成 090-9939-4636 東 濃 高木 守 090-5623-7102

西 濃 田野 武彦 090-7025-9977 飛 騨 柏木 憲司 090-2135-8988

各地区担当の相談役を紹介します
互助会の各種事業及び退職会員への移行等について、相談できる下記の相談役
が各地区におりますので、お気軽にお声がけください。

各地区の会場で行う予定です。対象者には12月上旬に詳しい案内をお送りします。また、早期退職予定で、

45歳以上かつ特別会員の方は、お早めに事務局までご連絡願います。

会費の納入は年３回
現職会費と特別会費合わせて年３回(7月、

10月、12月)、指定の口座より引き落として

います。8月より事務センターからのハガキ

によるお知らせがなくなりましたのでご自

身で確認ください。口座登録がお済みでな

い方は、事務センターにて手続きをお願い

します。

年齢 現職会費+特別会費
～２９ 4,000円×3回

３０～３４ 8,000円×3回
３５～３９ 12,000円×3回
４０～４４ 14,000円×3回
４５～４９ 16,000円×3回
５０～５４ 18,000円×3回
５５～定年 20,000円×3回

◆様々な共済事業、福利厚生事業、社
会貢献事業を行いながら、現職会員
の皆様からお預かりした会費は、退
会時に全額お返しします。

◆退職後、一定の拠出金を収めること
により、生涯にわたり医療費補助を
受けることができます。

◆長年にわたって会費(現職+特別会
費)を積み立てた方は、無理なく拠
出金を収めることができ、余剰金は
全額お返しします。

令和６年度末退職予定者説明会について

入会 退会
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